
３．経営方針

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、グループ社員が価値観を共有しグループの進むべき方向を対外的にも明確にするため、グループビ

ジョン「技術の翼と革新の心。世界にはばたく私たちのＤＮＡです。フロンティアスピリットを胸に無限の技術で世界

と共生するＵＢＥグループは、次代の価値を創造し続けます。」を掲げております。 

１００年を超える歴史を持つ当社は、発祥の地・宇部で始めた石炭採掘事業以来、時代と産業構造の変化に対応し、

常に新たな技術に挑戦し、自己変革を行ってきました。しかしその中で一貫して変わらなかった理念、それをこのグル

ープビジョンでは「技術」と「革新」というキーワードで表わしています。 

このグループビジョンの下、更なる飛躍を目指してまいります。 

 

(2) 目標とする経営指標 

当社グループは、当期を初年度とする三カ年の中期経営計画「Change & Challenge －更なる成長に向けて－」にお

いて、2020年度のターゲットを営業利益800億円以上と設定し、これを達成するための直近３ヵ年の数値目標を下記の

通り掲げています。 

 

     ≪主要項目≫               ≪経営指標≫ 

    2015年度目標     2015年度目標 

  営業利益 ５５０億円以上   売上高営業利益率 ７％以上 

  自己資本 ２，２７０億円以上   総資産事業利益率(ROA) ７％以上 

        自己資本当期純利益率(ROE) １２％以上 

 

 

(3) 中長期的な経営戦略 

当社グループは、中期経営計画「Change & Challenge －更なる成長に向けて－」において、下記の基本方針を掲げ

ております。 

 

「Change & Challenge －更なる成長に向けて－」の基本方針 

①持続的成長を可能とする収益基盤の強化 

ⅰ）連結キャッシュ・フロー重視の経営方針を堅持しつつ、成長戦略事業と中核基盤事業のバランスを取りなが

ら、中長期的な持続的成長のため、攻めの投資も徐々に拡大させる。 

ⅱ）成長戦略事業の中でも、市場成長性が高いと見込まれる電池材料については、先行優位性を今後も維持・強化

するための研究開発に経営資源を重点配分するとともに、需要に対応した設備投資を集中的に進め、激化する競争に

勝ち残る。 

また、事業環境の悪化により成長戦略事業と位置付けながらも期待した事業拡大が出来なかった事業については、

戦略の見直しや必要に応じた絞り込みを行いながら早急に事業を立て直し、再び成長軌道に乗せる。 

ⅲ）中核基盤事業においても、ナイロン樹脂や合成ゴムなど、高付加価値化や機能付与といった競争優位性を発揮

でき、今後も需要の拡大が見込まれる事業分野には、積極的に経営資源を振り向け収益の拡大を図る。一方で、安定

した利益やキャッシュ・フローの維持・確保を使命とする事業分野においては、事業環境の構造変化に対応したコス

トダウンや資源・原料確保を含めたサプライチェーン再構築など、事業体質を強化し収益力を高める。 

ⅳ）今後一層重要性を増す環境・エネルギー分野を中心に、重点領域での新規事業の創出・育成を加速し、早期の

収益貢献を目指す。 

②グローバルでのグループ力の最大化 

ⅰ）ＵＢＥグループが保有する製品・技術の可能性を最大限に広げるため、特に化学、機械分野を中心として新興

国ににおける拠点網を一層拡充し、各事業特性と対象市場に応じたマーケティング体制の整備、人員再配置により、

新規顧客開拓を積極的に進めるなど、グローバル・マーケティング体制を強化する。 

このため、グループ内の顧客・アプリケーション情報などの営業資産をグローバルに共有・活用するとともに、管

理間接業務の統合、人材活用・育成などの面でグループ連携を一層深め、グループ全体で死角が生じないよう、地域

的に大きく広がった活動領域への順応力を高める。 

ⅱ）日本、タイ、スペインの三極体制でエリア毎にユーザーに密着したニーズ対応型研究開発を推進することによ

り、タイムリーな新規事業開発、新製品開発へとつなげる。 
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③資源・エネルギー・地球環境問題への対応と貢献 

ⅰ）持続可能な社会の実現に向け、企業の社会的責任として、温室効果ガスへの排出量削減、電力を含むエネルギ

ー使用量の削減、生物多様性保全活動などに積極的に取り組むとともに、再生可能エネルギーの拡大や省資源、環境

負荷低減に貢献する技術や製品の創出、拡大を推進し、ビジネスの成長にもつなげていく。 

 

ＵＢＥグループが大切にする価値 

創業理念やグループビジョンの精神を踏まえ、ＵＢＥグループ構成員が日々の業務遂行にあたって、常に意識し、

判断の拠り所とするための「価値」として、以下の３項目を共有し、” Change & Challenge ” を実行します。 

 ① モノづくりを通じて顧客に価値を提供し、世界に貢献すること 

 ② 新たな価値の創造や改善に向け、自ら積極的に挑戦すること 

 ③ ものごとの本質を究め、スピード感を持って、徹底してやり抜くこと 

 

(4) 会社の対処すべき課題 

今後の経済情勢につきましては、国内は景気の回復基調が続くことが期待されるものの、中国をはじめとする新興国

経済の先行きなど世界景気の下振れリスクや消費税率引上げに伴う影響が懸念されるなか、事業によって状況は異なる

ものの、当社グループ全体としては引き続き厳しい環境が続くことが見込まれます。 

当社グループは、当期から三カ年の中期経営計画「Change & Challenge －更なる成長に向けて－」を始動し、持続

的な成長の実現に向けた取り組みを進めてきました。「非化学部門が収益を下支えしながら、差別化された化学部門を

成長の原動力として、グループ全体の成長を図っていく」という当社グループのあるべき姿を目指し、様々な施策を推

進していますが、非化学部門が底堅い需要を背景に順調な進捗を見せている一方、厳しい事業環境が続く化学部門は計

画と大きな乖離が生じており、化学部門の収益力の回復が目下の最大の課題となっています。 

変化の激しい各事業の戦略を改めて見直すとともに、グローバル展開や徹底したコストダウンなど、これまでの取り

組みを一層スピードアップし、化学事業の早期建て直しに全力を挙げて取り組んでまいります。 

さらに、当社グループでは「CSR（企業の社会的責任）は、社会的公器としての役割を果たすという、企業の経営そ

のものである」との認識に基づき、コンプライアンスおよびリスク管理等の充実による公正な企業活動を推進するとと

もに、グループの創業時の理念である「共存同栄」の精神の下、社会との共生を目指し、株主や資本市場をはじめ、取

引先・従業員・地域社会等、すべてのステークホルダーからの信認を深めてまいります。 
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